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　  マホに代表される携帯端末の普及ほど、人々の
ライフスタイルに大きな影響を与えている技術

（ツール）は近年ないだろう。「いつでも」、「何処で
も」「簡単に」というユビキタスの利便さが、人々
の行動様式を以前とすっかり変えてしまったかの感
がある。
　スマホを持ってさえいれば、外出の際に生じる
ちょっとした空き・待ち時間を無為に過ごさずに済
むようになった。情報収集やゲームに興じるなどし
て時間を有為に活用できるようになった。
　携帯電話の出始めの頃のキャッチコピーである

「日常生活のニッチな時間を有効に」というコンセ
プトは、今や完全に浸透したようだ。
　今後は、私達がめざすべき「スマートライフ」の
実現に向けて、日常のさまざまなシーンの中で、さ
らにどのような応用進化をしていくのか興味は尽き
ない。 （A.N）

　  の編集後記を執筆している６月13日、サッカー
のブラジル・ワールドカップが開幕した。日本代表
は1998年のフランス大会から５大会連続の出場で
ある。強豪クラブに所属する選手も増え、出場を重
ねていることで、徐々にワールドカップ予選を勝ち
抜くことはあたりまえ、グループリーグを突破する
ことは当たり前といった具合に、期待も大きくなっ
てきている。
　今回は期待を集める選手たちに加えて、開幕戦の

ブラジル対クロアチア戦の主審を日本人審判が担当
するということで、西村雄一主審にも注目が集まっ
ている。主審もグループリーグで評価され、決勝トー
ナメントの担当が決められるので、西村主審が決勝
トーナメントで笛を吹くかどうかにも注目である。
　Raisersが発行されるころにはワールドカップも
終盤だが、選手と西村主審のどちらもブラジルに
残っていることに期待したい。 （T.R）

　  う５月・６月から猛暑かよ…という日々がしば
らく続いたが、今年は５年ぶりにエルニーニョ現象
が発生、しかもそれが観測史上最大級らしいという
事で、今年の夏は冷夏どころか殺人的なゲリラ豪雨
が日本を襲う寒い夏になりそうとの予想がある。外
れてほしいところだが、ゲリラ豪雨というヤツは非
常に厄介で、屋外作業中や柱上作業中に突然襲われ
でもしたら作業者の命にかかわってしまう。
　今号の記事でも「安全文化企業」、「安全と品質を
最優先」、「第三者に対する安全・作業者に対する安
全」などさまざまな取組みが紹介されているが、作
業者の安全のためには気象予報の重要性を無視でき
ない時代になったのかもしれない。
　朝食時に天気予報を見るのは当然としても、その
日の現場地域の気象予報はこまめに確認され、周囲
が急に暗くなった時には電柱を降りる、MHから出
るなど、身を守るために五感を働かせていただけれ
ばと思う今日この頃……。 （Y.H）


